
 

平成２９年度事業計画 
（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで） 

 

 少子高齢化がますます進展し、労働力人口の大幅な減少が見込まれる中、平成２７年度

より「高齢者活用・現役世代雇用サポート事業」が創設されました。この事業はセンター

が高年齢者にサービス業等の人手不足分野や、介護、育児等の現役世代を支える分野で就

業する機会を提供する事業であり、予算の増額とともにセンターの機能強化が打ち出され

ました。働く意欲のある高年齢者が能力や経験を活かし、現役世代のサポートなど社会参

加をすることが求められており、その受け皿として、シルバー事業への期待はますます大

きくなっています。 

当センターはこの期待に応えるため、従来からの請負・委任の就業に加え、シルバー派

遣事業や職業紹介事業の推進と、公平な就業機会の提供に取り組むことにしており、公益

社団法人として、より公益性の高い事業展開を目指してまいります。 

平成２８年度から㈱志賀町振興サービスより受け継いだ指定管理事業や業務受託事業の

実施に伴う契約額や会員数の増加は、更なる管理運営の充実と就業拡大に向けての手がか

りとなり、指定管理施設での趣味活動の場や地域の憩いの場として今後とも利用者に喜ば

れ活用されるよう努めてまいります。 

平成２９年度においては多様化するニーズに応えるため、公共事業はもとより、民間企

業、一般家庭からの就業機会の開拓や会員入会促進を積極的に推進し、急増する高齢者の

受け皿としての機能を十分果たし、「社会の支え手」を実践できるよう、県内各センター

及び県連合会と相互に更なる連携を図り、それぞれの役割と特性に応じた事業を展開し、

地域に親しまれるセンターを目指して下記の事業を実施いたします。 
 

 

 

 

 基本方針  

１．会員の入会促進と新たな技術の取得 

２．組織活動の活性化 

３．普及啓発活動の推進  

４．事業拡大と就業機会の拡大  

５．安全就業の徹底と安全意識の啓発  

６．技能・技術講習会の開催 (県連合会との連携) 

７．会員の福利厚生と健康管理の向上 

８．シルバー派遣事業の推進 

９．高齢者活用・現役世代雇用サポート事業の推進 

１０．介護保険事業の推進 

１１．組織体制の強化と健全財政の確保 

 

 
 



１． 会員の入会促進と新たな技術の取得 

（１）平成２９年度 会員目標数（２５０名） 

（２）機関紙及び志賀町広報紙を通じて、入会説明会開催等の周知を図る。 

（３）入会したいと思えるセンターを目指す。 

（４）「一人の会員が一人の仲間を増やす」をモットーに地域活動や個々会員勧誘活動を進め

る。 

（５）講習会等を開催し、新たな技術の取得を促す。 

 

２．組織活動の活性化 

（１）各種専門委員会の活性化を図り、シルバー事業への積極的な参加を促す。 

（２）会員アンケート調査の実施。 

（３）ボランティア活動企画の提案。 

 

３．普及啓発活動の推進 

（１）パンフレット・チラシ・ホームページ等により周知を図り、新規会員の加入促進や受注

件数の増加を図る。 

（２）発注者へのアンケート調査を実施し、新規顧客の獲得や受注件数の増加を図る。 

（３）町内で行われる各種イベントへの参加、新聞等へのセンター事業の情報提供等によりセ

ンター活動を周知する。 

 

４．事業拡大と就業機会の拡大 

（１）平成２９年度収益目標額（２０８，０６２千円） 

（２）公共団体の委託業務を確認し、密接な連携を保つ。 

（３）地域住民が求める多岐にわたるサービスと、会員からの多様な働き方への要望に応える

ため、各種講習会を開催して技能向上に努める。 

（４）シルバー派遣事業を推進し、就業機会の拡大及び適正就業に努める。 

（５）指定管理事業等として下記の７施設の管理運営を実施いたします。快適かつ安全に施設

を利用していただくため、 適正な維持、管理に努めてまいります。また、高齢者の健康

増進、教養の向上及びレクリエーションを積極的に推進します。 会員の就業について、

就業形態の見直し等により、ワークシェアリングよる適正就業を推進し、就業確保に努め

る。 

 

【指定管理施設】 指定管理期間：平成２８年４月１日より５年間 

(入浴施設) ①志賀町シルバーハウス      ③志賀町とぎ地域福祉センター 

        ②志賀町地域休養施設やすらぎ荘  ④志賀町とぎ温泉センター 

    （宿泊施設) ⑤能登リゾートエリア増穂浦 

    (コミュニティ施設) ⑥能登中核コミュニティ施設 

【独自事業】 

    （その他施設) ①志賀町本庁舎内談話室 

 

 

 



５．安全就業の徹底と安全意識の啓発 

（１）平成２９年２月現在事故件数（１２件） 

（２）安全・適正就業委員会を中心として安全講習会及び安全パトロールを強化し、事故撲滅

を目指す。 

（３）重篤事故に至らないようにヘルメット着用徹底と貸与用ヘルメットの常備。 

飛び石によるガラス破損など賠償事故撲滅のため飛石防護ネットとカラーコーン、作業

中看板の使用徹底。 

安全運転推進のため自動車用の社名入りマグネットシートの設置。 

 

６．技能・技術講習会の開催(県連合会との連携) 

（１）高齢者活躍人材育成事業（育成事業） 

シルバー会員を含む高齢者（６０歳以上）を対象に派遣人材を育成し、派遣就業に結び

つけることを目的に実施するものです。 

 

７．会員の福利厚生と健康管理の向上 

（１）会員の知識向上と会員同士の親睦を図るため、会員互助会の自主性を尊重しつつ、活動

の支援を行う。 

（２）高齢者の健康増進等に関する講習会等開催して、会員の意識高揚に努める。 

 

８．シルバー派遣事業の推進 

（１）平成２９年度 派遣就業会員延人員年間目標値（２，９９１人日） 

（２）シルバー派遣事業における派遣労働は、近年「臨・短・軽」要件緩和措置の動きがあり、

県内においては週３０時間以内と決定し実現に向けて協議がされています。平成２８年度

には３６協定の締結により所定労働時間１日８時間を超えて時間外労働２時間まで可能

となりました。今後、更なる事業の拡大を目指します。 

 

９．高齢者活用・現役世代雇用サポート事業の推進 

（１）高齢者活用・現役世代雇用サポート事業（通称：サポート事業）は、センターが、高

年齢者に、サービス業等の人手不足分野や、介護、育児等の現役世代を支える分野で、

就業する機会を提供する事業です。平成29年度より保育、介護分野の仕事の開拓・提供

等に取り組んでいるセンターに、サポート事業の補助金を重点的に交付する見直しを行

うこととされています。今後は保育、介護分野での就業開拓を図ります。 

 

１０．介護保険事業の推進 

（１）介護保険法改正に伴い、平成２９年度から志賀町が行う介護予防・日常生活支援総合

事業に参入し、家事援助サービスとの連携を図りながら事業を推進します。 

 

１１．組織体制の強化と健全財政の確保 

（１）全シ協や県連合会などの研修会等に積極的に参加して、多様化する地域社会や会員の

ニーズに的確に対応できるように職員の資質の向上を図る。 

（２）「公益社団法人」へ移行したことの認識を深め、公益目的事業を積極的に推進する。 

（３）事務作業の簡素化に努め、事務処理の迅速化・効率化を推進し、健全財政に努める。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    


